
1．食根性害虫（夜盗虫を含む） 

1 ）コウチュウ目（甲虫目、鞘翅目）Coleop肥ra （概要は食葉性害虫 

の項参照12頁） 

(1）コガネムシ科 Scarabaeidae （概要は食葉性害虫の項参照12頁） 

A 而retus versutus Haroldはインドとモーリシャス島では幼虫が土中 

で根を加害する苗畑害虫にされている。A加gonたco,伽cea Weter-

house の幼虫は典型的な根切虫で土中にいて各種の植物の根を食う。 

スリランカでは苗畑の重要害虫である。Bra km軌a coriacea Hopeはイ 

ンドのヒマラヤ地方とパキスタンに分布し、成虫は各種の林木や灌木を 

加害し、茶樹の害虫である。幼虫は土中で生活し、針葉樹の根切虫とし 

て記録されている。Granida a訪Osparsa Moserは北インドとパキスタ 

ンに分布する。幼虫は苗畑の根切虫でCedrus deodamとP1mパ即切ithii 

に被害がある。 2年に1世代。幼虫は5 -6 月に活動する。Hiかot-

rogus holosericeus Redtenbacherは北インドとパキスタンの草地に普通 

で根を食うが、ヒマラヤ地域でCedriパdeodaraとPinus roxburgh嘉の苗 

畑に被害がある。H0んtrickた 玩termedia Brenskeはインドに生息し、 

幼虫は典型的な根切虫で土中に住み根を食う。大食漢で4 -5 年生のス 

ギ造林木を枯らしたこともある。成虫は各種林木の葉を加害する。H. 

伽？gゆennおBlanchard は北インドとパキスタンの標高700-2,500mの 

地域に生息する。成虫はQ'uercz△ 加canaの葉を食い、卯は土中に産み 

つけられる。幼虫は根を食い苗畑のCedrus deodara に被害がある。H. 

proble,natica Brenske はインドと東バキスタンに分布し、成虫は双子 

葉樹木の葉を食うが、幼虫は根切虫でShorea robus加の造林地で被害を 

あたえる。H. serraた Fabriciusはインドにいる根切虫である。成虫は 

各種の双子葉樹木の葉を食い庭木と砂糖キピの害虫であるが、農作物に 
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7. 食根性害虫 (夜盗虫を含む)

1) コウチュウ目 (甲虫目、鞘細目)Coleoptera( 概要は食葉性害虫

の項参照12頁)

(1)コガネムシ科 Scarabaeidae( 概要は食葉性害虫の項参照12頁)

Ado 柁“侍りのs湯郷 Harold はインドとモーリシャス島では幼虫が土中

で根 を加害す る苗畑害虫にされている。Ap増醐叡 c解放解αWeter‐

house の幼虫は典型的な根切虫で土中にいて各種の植物の根を食う。

スリランカでは苗畑の重要害虫である。Bm ん“"〃αの“"""Hope はイ

ンドのヒマラヤ地方とパキスタンに分布し、成虫は各種の林木や潅木を

加害し、茶樹の害虫である。幼虫は土中で生活し、針葉樹の根切虫とし

て記録されている。 Cm"〆〆" 錫おりのsαMoser は北インドとパキスタ

ンに分布する。幼虫は苗畑の根切虫でCad71侍吃o血 m と月筋燈 g7・姉1劫“

に被害がある。 2年に 1世代。幼虫は 5 ~ 6月に活動する。猛砂防‐

mg 鷹 化ねsのice婚 Redtenbacher は北インドとパキスタンの草地に普通

で根を食うが、ヒマラヤ地域で Ceメメzfs幽o加地と乃m侍 '口吻z〃g効!の苗

畑に被害がある。嵐o‘o嫡流加すれず酬削gd加 Brenske はインドに生息し、

幼虫は典型的な根切虫で土中に住み根を食う。大食漢で 4~5 年生のス

ギ造林木を枯らしたこともある。成虫は各種林木の葉を加害する。旦.

あれgの蹴れ禽 B1anchard は北インドとパキスタンの標高700~2,500m の

地域に生息する。成虫はQ‘‘〃“崩ぜ粥α“"の葉を食い、卵は土中に産み

つけられる。幼虫は根を食い苗畑の Ceあせ侍〆の〆"'謬に被害がある。甘.

P〆防毒''z鑑定αBrenske はインドと東パキスタンに分布 し、成虫は双子

葉樹木の葉を食うが、幼虫は根切虫でS肋〃"'℃彰娼如の造林地で被害を

あたえる。材.s好′僚加 Fabriciusはインドにいる根切虫である。成虫は

各種の双イ‐葉樹木の葉を食い庭木と砂糖キビの害虫であるが、農作物に
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接した若いチーク林に被害が発生する。卵は普通草地や雑草地の土中に 

産みつけられ、年1世代。H0pI詠advena Brenske は北インドとパキ 

スタンに普通の根切虫で、ヒマラヤ地方では苗畑の一般的な害虫である。 

Lachnosterna biden加加Burmei此er は東洋区に分布する。幼虫は土中 

にいて普通豆科植物の根を食うが、餌の少ないときにはゴムノキの根も 

食う。マラヤではしばしばゴムノキの若造林地に被害が発生し、若木は 

枯損することがある。 1世代は1年。幼虫は5月から10月まで食害し、 

土中で蛹化する。軽い砂質土壊の所を好み、激しいジャングルに近接し 

たところで起きる。成虫は各種の双子葉樹木の葉を食うが、被害は問題 

にならない。LeucopholおpinguむBurmeister はインドやスリランカな 

どの造林地の害虫で、成虫は各種の双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は苗 

畑でクスノキ類、ゴムノキの根を加害し、土中の土莢内で蛹化する。こ 

の属には他にL. nummicudens Newman, L . rorida Weber, L . h歯・ 

論Brenske がマラヤでゴムノキを加害する。Rhinypiた訊dica Bur-

meister はインドに分布し、成虫は食葉性で、幼虫は白色のジムシで土 

中で根を加害し、Daibergia sissooとShorea ro加slaの苗木と成木を加害 

したことがある。 

(2）ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae (darking beetles) 

成虫は小形ないし大形、形状は変化に富む。体は堅い。多くは黒色、 

汚色、赤褐色で、中には斑紋をそなえたり、金属光沢をもつ種類もいる。 

触角は腹部の下部から生じ、短く11節からなり、簡単に棍棒状あるいは 

数珠状。徐節は前・中脚では5節、後脚では4 節からなる。上翅は腹部 

を覆い、多くは中央で癒合している。幼虫は円筒状でキチン化するか革 

質。色彩は白色、黄色、褐色である。尾端に2年の尾状突起をそなえて 

いる。成虫の多くは夜行性で、植物質を食べるものが多く、中には穿孔 

虫を捕食する種類がいる。枯れ木、朽木、キノコ、土や砂の中などに生 

息する。全世界から約1,700属18,000種が知られている。 
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接した若いチーク林に被害が発生する。卵は普通草地や雑草地の土中に

産みつけられ、年 1世代。風物‘れα劇 e7m Brenske は北インドとパキ

スタンに普通の根切虫で、ヒマラヤ地方ではi哲畑の一般的な害虫である。

ム2免れosfg“?" 弱震"如如 Burmeister は東洋区に分布する。幼虫は土中

にいて普通豆科植物の根を食うが、餌の少ないときにはゴムノキの根 も

食う。マラヤではしばしばゴムノキの若造林地に被害が発生し、若木は

メ古損することがある。 lflt代は 1年。幼虫は5月から10月まで食害し、

土中で輔化する。軽い砂質土壌の所を好み、激 しいジャングルに近接し

たところで起きる。成虫は各種の双子葉樹木の葉を食うが、被害は問題

にな らない。 Lezfcqpねo‘fsメブ増z‘fs Burmeister はイン ドやス リランカな

どの造林地の害虫で、成虫は各種の双子葉樹木の葉を加害し、幼虫は苗

畑でクスノキ類、ゴムノキの根を加害 し、土中の土葵内で輔化する。こ

の 属 に は 他 に L.'2z 〃m'2 た〃吻 郷 Newman, 乙 ,〆ひγ′〆" 沢rebe 乙 .f′肉‐

筋 Brenske がマラヤでゴムノキを加害する。尺厄刈め筋α物凄cαBur‐

meisterはインドに分布し、成虫は食葉性で、幼虫は白色のジムシで土

中で根を加害 し、口蛇あの習わ s禽sooとSたo7協zzm友騰忽の苗木と成木を加害

したことがある。

(2)ゴ ミムシダマ シ科 Tenebrionidae (darking beetles)

成虫は小形ないし大形、形状は変化に富む。体は堅い。多くは黒色、

汚色、赤褐色で、中には斑紋をそなえたり、金属光沢をもつ種類 もいる。

触角は腹部の下部から生じ、短く11節からなり、簡単に梶棒状あるいは

数珠状。徐節は前 ・中脚では 5節、後脚では 4節からなる。上地は腹部

を覆い、多くは中央で癒合している。幼虫は円筒状でキチン化するか革

質。色彩は白色、黄色、褐色である。尾端に 2年の尾状突起をそなえて

いる。成虫の多くは夜行性で、植物質を食べるものが多く、中には穿孔

虫を捕食する種類がいる。枯れ木、朽木、キノコ、土や砂の中などに生

息する。全世界から約 1,700属 18,000種が知られている。
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Go'wcephaiurn depressum Fabrたjusは東洋区に分布する。成虫は暗 

黒色。幼虫は円筒形で光沢があり、黄褐色、土中と朽木に生息し、腐廃 

物と細根を摂食する。成虫は群飛する。インドではDaiberg彪.sissooの 

他、コーヒー、砂糖キビ、タバコなどの根を加害する。G.pルnatum 

Walker は前種と同様な生態をしているカ、 幼虫がShorea robus加と 

均ha xyんca'pa の播種直後の幼根を食害し、苗畑のMonおaIba の苗木 

の根に激しい被害を与えたことがある。 

⑧ゾウムシ科 Curculionidae (weevils, snout beetles)（概要は食葉 

性害虫の項参照21頁） 

Cyrtepお切nius ルcundus Redtenbacher は北インドとパキスタンに生 

息し、幼虫は土中にいて根を加害する。苗畑でCedrus deodara に被害 

が発生する。成虫は食葉性で、幼虫の食根性のものにはA,nbly焼訊z蒔 

poricohhis Sch6nherr, G ゆhたerinuspannosl総Marshall, C .ルC加錦ae 

Mar山all,助iso nius んcerta,』むhlocenパ m 虚cinzz胃飢latus Faustであ 

り、詳細は食葉性害虫の項に記述されている。 

2 ）チョウ目（鱗翅目）Lepidoptera （概要は食葉性害虫の項参照23頁） 

(1）ヤガ科 N octuidae （概要は食葉性害虫の項参照75頁） 

タマナヤガ（Agro薦如iんnHu加agel）は移動性があり、コスモポ 

、－ ふー一 
ど， , 

●中 

, 

t 1-65 Agrotis ipsilon 

上：幼虫（体長4 0mm）下：成虫（開張約3 9mm) 

(Beeson より） 
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Go72oc呼んα卿'"〆ゆだssz‘m Fabricius は東洋区 に分布す る。成虫は暗

黒色。幼虫は円筒形で光沢があり、黄褐色、土中と朽木に生息し、腐廃

物と細根を摂食する。成虫は群飛する。インドではD覆るβ増加 s白めoの

他、 コー ヒー、砂糖 キビ、 タバ コな どの根 を加害す る。 G.P 超“"Zz‘“⑦

Walker は前種 と同様な生態をしているが、幼虫が彫2の翠α〆o卿sねと

X脚な卸Zocのめαの播種直後の幼根を食害 し、苗畑の脳の乞岱α偽αの苗木

の根に激しい被害を与えたことがある。

◎ ゾウムシ科 Curculionidae (weevils,snout beetles)( 概要は食葉

性害虫の項参照21頁)

q'だり盗め“2郡 元【翻れα雄 Redtenbacher は北インドとパキスタンに生

息し、幼虫は土中にいて根を加害する。苗畑で C8471fsdeo〆"焔に被害

が発生する。成虫は食葉性で、幼虫の食根性のものにはA“ゆかテ溺れ2岱

如 ““‘碇 Sch61・herr,q の粥α“"婚 力α"72osz岱 Marshall,C, 彰αの2αe

Marshall,EP 声の72z郎忽αγ如,朋〆わcg“‘s z‘〃dgci粥卿婚姻超れ俗 Faust であ

り、詳細は食葉性害虫の項に記述されている。

2)チョウ目(鱗麹目)Lepidoptera(概要は食葉性害虫の項参照23頁)

(1)ヤガ科 Noctuidae (概要は食葉性害虫の項参照75頁)

タマナヤガ (Ag〆碑なめ櫛‘o〃 Hufnagel) は移動性があり、コスモポ

　　　　　　　　　. ー
‐

. .

図 -85 Agrotis ipsi′on

上 :幼虫 (体長 48mm) 下 :成虫 (開張約 39mm)

(Beeson より)
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リタンで農作物や材木を加害する。Dark sword grass moth, black 

cutworm, greasy cutwormなどの英名がある。成虫は長く細い褐色と 

黒色の前翅を持ち、開張は約40-50mm。後翅は淡色である。幼虫は生長 

すると体長約35mmになり、体には非常に短い毛が生え、土色で白と黒の 

斑点があり、いくらかの大きい穎粒をそなえる。驚くと体をC字に曲げ 

る。綿、 トウモロコシ、タバコ、各種の野菜の有名な害虫で、苗畑と幼 

齢造林地ではCedrus deodara，ラジアータマツを初めとして各種のマ 

ツ類を加害する夜盗虫である。北インドとパキスタンでは1世代5 *9 

週間で年数世代を繰り返す。越冬は蛹でする。夜行性。落葉層、石ある 

いは下層植物などの生えたやや湿った所に小群状に産卵する。幼虫は昼 

間土中に潜み、夜間若苗木を地面部から切断したり、あるいは曹や葉を 

取りさる。もし新鮮な食物がない場合には乾いた落葉を食ったり、肉食 

性になったり、共食いすることもある。蛹化は土中でする。Agro誌 

segetum Schiffermtillerはアジア、ョーロッパ、アフリカに広く分布し、 

Turnip moth やblack cutwornl などの英名がある。成虫は開張約 

40mm、褐色の前翅と淡色の後趨を持っている。幼虫は成熟すると約30mm 

に達し、汚れた灰褐色で灰緑色の線がある。各種の農作物や苗畑の幼木 

を加害する。ョーロッパでは年1世代で、成虫は夏に出現する。幼虫の 

食害は晩夏と蛹化前の春期である。しかしマラウィやインドでは一世代 

は8 -10週間、卵期間は4 ~8 日、幼虫期間は27-33日、蛹期間は19-

22日で、年数世代を繰り返す。成虫は夜行性で果汁を吸う。雌は地面や 

植物上に1個ずつ産卵する。産卵数は多いもので約1,000個である。幼 

虫は畳間土中に隠れ、夜聞苗木の地際部から切断する。蛹化は土葵内です 

る。Emm radians Guen6eはオーストラリアに広く分布し、被害の最 

も激しい夜盗虫であり、大木の葉も摂食することがある。年数世代を繰 

り返す。卵は塊状でどこにでも産みつけられる。幼虫は夜間活動する。 

蛹化は土中の土莢中でする。ニューサウスワレスでは苗畑に普通でラジ 

アータマツ、Iなeu山t-s智叱zmenziesii, その他各種の苗木を加害する。ク 
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リタンで農作物や材木を加害する。Dark swordgrass moth, black

cutworm,greasy cutworm などの英名がある。成虫は長 く細い褐色 と

黒色の前遡を持ち、間張は約40~50mm 。後期は淡色である。幼虫は生長

すると体長約35mmになり、体には非常に短い毛が生え、土色で白と黒の

斑点があり、いくらかの大きい願粒をそなえる。驚くと体をC字に曲げ

る。綿、 トウモロコシ、タバコ、各種の野菜の有名な害虫で、苗畑と幼

齢造林地ではCeばれ熔庇o加川, ラジアータマツを初めとして各種のマ

ツ類を加害する夜盗虫である。北インドとパキスタンでは 1世代 5~9

週間で年数世代を繰り返す。越冬は輔でする。夜行性。落葉層、石ある

いは下層植物などの生えたやや湿った所に小群状に産卵する。幼虫は昼

間土中に潜み、夜間若苗木を地面部から切断したり、あるいは奮や葉を

取りさる。もし新鮮な食物がない場合には乾いた落葉を食ったり、肉食

性 になった り、共食いすることもある。輔化は土中でする。A夢α禽

s増 eた〃% Schiffermuller はアジア、 ヨーロッパ、アフ リカに広 く分布 し、

Turnip moth や black cutworm などの英名がある。成虫は開張約

40mm、褐色の前遡 と淡色の後期を持っている。幼虫は成熟すると約30mm

に達し、汚れた灰褐色で灰緑色の線がある。各種の農作物や苗畑の幼木

を加害する。ヨーロッパでは年 1世代で、成虫は夏に出現する。幼虫の

食害は晩夏と蛸化前の春期である。しかしマラウィやインドでは- 世代

は 8~10 週間、卵期間は 4~8 日、幼虫期間は27~33 日、踊期間は19~

22Rで、年数世代を繰り返す。成虫は夜行性で果汁を1吸う。雌は地面や

植物上に 1個ずつ産卵する。産卵数は多いもので約 1,000個である。幼

虫は昼間土中に隠ばL 夜間苗木の地際部から切断する。鋪化は土葵内です

る。 E粥 o"' 〃〆〆の?s Guenee はオース トラ リアに広 く分布 し、被害の最

も激しい夜盗虫であり、大木の葉も摂食することがある。年数世代を繰

り返す。卵は塊状でどこにでも産みつけられる。幼虫は夜間活動する。

姉化は土中の土英中でする。ニューサウスワレスでは苗畑に普通でラジ

アータマ ツ、比・ezdoなz懲α伽靴 2iesZZ,その他各種の苗木 を加害す る。 ク
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インスランドではAraucaria spp，とPinl摺spp．が被害を受けやすいと 

いう。1ケodenia littorl傭Boisduval はエチオピア区、マダガスカル区 

に分布し、ョーロッパ南部にも生息する。成虫は灰色と白色。開張約 

3.5mm。幼虫はシャクトリムシ様、多食性。ェジプトでは綿の重要害虫 

とされている。苗畑の夜盗虫でCup ressi鳶lustitanica, Eucalyptus 

saligna, Maes叩Sおem軌嘉，召mお加Su切密，P．加如ens/s，ユーかJ 

類などの苗木を加害する。熱帯では年中加害し、エジプトでは年7世代 

を繰リ返す。 

3 ）ハチ目（膜翅目）Hymenoptera （概要は食葉性害虫の項参照87頁） 

(1）アリ科 Formicidae (ant)（概要は食葉性害虫の項参照88頁） 

Doりlus or/en加us Westwood (root-eating ant）はインド、スリラ 

ンカ、パキスタンに分布する。土中のかなりの深さに営巣する。根の軟 

らかい部分を食い、被害樹は萎れ枯死することがある。インドとパキス 

タンでは苗畑で被害をあたえている。 
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インスランドではAm 鑑の畝 spp,と乃m 儒 spp.が被害を受けやすいと

いう。 P〆ode欄α励めmZfs Boisduval はエチオ ピア区、マ ダガスカル区

に分布し、ヨーロッパ南部にも生息する。成虫は灰色と白色。開張約

3.5mm。幼虫はシャクトリムシ様、多食性。エジプ トでは綿の重要害虫

とされ て い る。 苗畑 の夜盗 虫で Cのだs秘侍′硲瓦如"おα,飯にα神 棚s

s郷を 72α, 朋αesoのs禽 e牌ぎ"#, 月 72z儒 粥躍 如危 ,P. ゐ〆ゆ 872s鳶,ユ ー カ リ

類などの苗木を加害する。熱帯では年中加害し、エジプトでは年 7世代

を繰り返す。

3) ハチ目(膜迎目)Hymenoptera( 概要は食葉性害虫の項参照87頁)

(1)アリ科 Formicidae(ant)( 概要は食葉性害虫の項参照88頁)

D の彰 "s oγ彩れ加Zお帆′estwood(root-eating ant) はイン ド、ス リラ

ンカ、パキスタンに分布する。土中のかなりの深さに営巣する。根の軟

らかい部分を食い、被害樹は萎れ枯死することがある。インドとパキス

タンでは苗畑で被害をあたえている。
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